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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月15日(2017.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を用いて遊技が行われる遊技機において、
　遊技に関する演出動画を表示面に表示可能であるとともに、該表示面の一部に開口部を
有する動画表示手段と、
　前記動画表示手段の前記開口部内に入る装飾体と、
を具備していることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、
　遊技媒体を用いて遊技が行われる遊技機において、
　遊技に関する演出動画を表示面に表示可能であるとともに、該表示面の一部に開口部（
切欠部３３０２ａ）を有する動画表示手段（第二動画表示体３３０２）と、
　前記動画表示手段の前記開口部内に入る装飾体（裏左上装飾体３４１０）と、
　を具備していることを特徴とする。
　また、本発明とは別の発明として、以下の手段を参考的に開示する。
  手段１：遊技機において、
  「遊技者の操作によって遊技媒体が打込まれる遊技領域と、
  該遊技領域内の所定位置に配置されており遊技媒体の受入れを契機として、遊技者が有
利となる有利遊技状態の発生を含む抽選結果の抽選が行われる始動口と、
  該始動口への遊技媒体の受入れにより抽選された前記抽選結果の示唆を含む演出動画を
正面視前記遊技領域の略中央で表示可能とされている平板状の第一動画表示体と、
  該第一動画表示体とは異なる形状に形成されており演出動画を表示可能な第二動画表示
体と、
  抽選された前記抽選結果に応じて前記第一動画表示体と前記第二動画表示体とを差替え



(2) JP 2015-188477 A5 2017.12.28

る差替装置と、
  該差替装置により前記第一動画表示体と前記第二動画表示体とを差替える際に、正面視
前記遊技領域の略中央に位置している時の前記第一動画表示体よりも外方の位置から、一
部が前記第二動画表示体よりも前方に位置するように正面視前記遊技領域の中央に向かっ
て移動する可動演出体と
を具備している」ものであることを特徴とする。
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